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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

1 .  多 面 的 な 観 点 か ら の 課 題  

（ １ ） い か に 新 技 術 を 導 入 す る か  

 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 、 過 酷 な 就 労 環 境 、 及 び 建 設 業

の 需 要 拡 大 な ど に よ り 、 建 設 技 術 者 不 足 は 深 刻 さ を 増

し て い る 。  

働 き 方 改 革 を 推 進 す る た め に は 、 環 境 整 備 が 必 要 と

な る ① 。 し か し 、 ② 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 の

人 口 推 計 で は 、 今 後 も 人 口 減 少 が 続 く こ と か ら 、 こ の

建 設 技 術 者 不 足 は 当 面 解 決 し な い と 考 え ら れ る 。 ③  

 よ っ て 、 技 術 面 の 観 点 か ら 、 新 技 術 の 導 入 に よ り 人

口 減 少 を 解 消 す る か ④ が 課 題 と な る 。  

 

（ ２ ） い か に 技 術 継 承 す る か  

 建 設 業 の 就 労 者 は 高 齢 化 し て お り 、 就 労 者 の 約 ３ 分

の １ が 近 い 将 来 に 離 職 す る こ と が 予 想 さ れ る 。  

熟 練 の 技 術 者 や 技 能 労 働 者 が 減 少 し て い く 中 で 技 術

① 少しだけ説明不足の感があります。「建設業の就労環境を改善する必要がある。」でいかがでしょう

か。 

② 逆接ではなく同じ意味合いの文脈が続いているので、「さらに」または「また」などが良いと思いま

す。 

③ この段落は、前の段落と同じことを言っていませんか（下線部が重複）。よって、一段落目は、「需

要拡大の中、技術者不足が深刻、当面続く」とし、二段落目に「過酷な労働環境、改善が必要」を持

ってくる構成が良いと思います。 

④ 技術力で人口減少は解消できませんよ。ここは小見出しにもあるように、「人材面の観点から、建設

技術者不足を補うための新技術導入が課題である」ではないでしょうか。 
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継 承 が 正 し く 行 わ れ な け れ ば 、 建 設 さ れ る 構 造 物 の 品

質 が 低 下 す る 。  

よ っ て 、 人 材 面 ⑤ の 観 点 か ら 、 技 術 継 承 を 確 実 に 測

り 、 品 質 確 保 を 行 う こ と ⑥ が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） い か に 効 率 の よ い 公 共 事 業 を 実 施 す る か ⑦  

 近 年 で は 財 政 面 ⑧ の 悪 化 や 、 地 方 自 治 体 に お け る 技

術 者 不 足 に よ り 、 非 効 率 で 必 要 な 発 注 業 務 が 滞 る ケ ー

ス が 発 生 し て い る 。 ⑨  

よ っ て 、 P F I ・ P P P ⑩ を 推 進 し 、 民 間 の 賃 金 ⑪ と 経 営

能 力 、 技 術 力 ⑫ を 活 用 し て 、 効 率 の 良 い 公 共 事 業 を 行

う こ と が 必 要 と な る 。 ⑬  

 

⑦ 効率的に公共事業を実施することで、なぜ働き方改革が推進されるのか分かりません。 

⑧ 地方財政の悪化なら分かりますが、財政面（財政的側面との意味になります）との表現は不適切だと

思います。 

⑨ 「が」が連発していて、1 文中に主語が複数あります。また、技術者不足で「発注が滞る」は理解で

きますが、「非効率で」の部分は因果関係が不明です。 

⑩ 背景で官民連携に全く触れておらず、唐突感があります。 

⑪ 「賃金」ではなく、「資金」ではないでしょうか。また、PFIの方が、発注に技術力を要します。 

⑫ 経営は維持管理運営時に、技術力は施工時などで発揮されるものであり、発注を効率化させることに

何ら因果関係がないと思います。 

⑬ 観点がありません。 

⑤ 前述の内容を踏まえると「品質面の観点」または「品質を確保する観点」がふさわしいと思います。 

⑥ 前項に変更した場合、「着実に技術継承を行うこと」が良いと思います。 
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題  

 前 述 の 課 題 の 中 で 、 「 い か に 新 技 術 を 導 入 す る か 」

を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

３ . 複 数 の 解 決 策  

（ １ ） i - c o n s t r u c t i o n の 推 進  

建 設 分 野 に お い て 、 i - c o n s t r u c t i o n ⑭ を 全 面 的 に 活

用 す る こ と で 、 業 務 の 効 率 化 を 図 る 。  

一 例 と し て 、 Ｉ Ｃ Ｔ 土 工 で は ⑮ 、 三 次 元 測 量 結 果 か

ら 三 次 元 の 設 計 図 を 作 成 し 、 そ の 情 報 を Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 に

取 り 組 み 自 動 制 御 す る 。  

三 次 元 モ デ ル を 調 査 ・ 計 画 ・ 設 計 段 階 か ら 導 入 し 、

⑯ そ の 後 の 施 工 ・ 維 持 管 理 に お い て も 情 報 を 追 加 し な

が ら 活 用 、 ⑰ 事 業 全 体 で 共 有 す る こ と で リ モ ー ト ワ ー

ク ⑱ を 可 能 に す る 。  

 

⑭ i-constructionは建設分野の ICT技術であり、「建設分野において、」は重複しますので、削除。 

⑮ 後ろに入れたほうが読みやすいと思います。「三次元・・・・・制御するＩＣＴ土工の普及拡大を進

める。」でいかがでしょうか。※解決策では、技術や施策を紹介・説明するのではなく、“やるべき

こと“を書くようにしましょう。 

⑯ 文が長いです。ここで一旦きりましょう。→「・・・導入する。」 

⑰ 文が長いです。ここでも一旦きりましょう。→「・・・活用する。このように、」 

⑱ リモートワークは、後述にある労働環境整備にあります。ここは、技術者が少ないから、業務の効率

化を進めるため、i-construction を推進するのではありませんか。結論がおかしいです。よって、

「・・・することで、すべての段階で省力化を図ることができる。」でいかがでしょうか。 
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（ ２ ） ニ ー ズ と シ ー ズ の マ ッ チ ン グ  

課 題 （ ニ ー ズ ） と 新 技 術 （ シ ー ズ ） の マ ッ チ ン グ を

進 め る 。 そ れ は 、 マ ッ チ ン グ の 組 み 合 わ せ ⑲ が 分 か ら

ず 、 中 小 建 設 業 で は 、 ⑳ 新 技 術 が ㉑ 活 か し き れ な い か

ら で あ る 。 ㉒  

そ の た め 、 中 小 建 設 業 の 新 技 術 導 入 で は 、 コ ー デ ィ

ネ ー タ ー の 存 在 に よ り ㉓ 、 ニ ー ズ と シ ー ズ を マ ッ チ ン

グ す る 。  

ま た 、 新 技 術 の 幅 を 広 げ る た め ㉔ 、 ト ラ イ ア ル 的 な

㉕ 取 り 組 み を 進 め る 。 ㉖  

 

⑲ 「マッチング」と「組み合わせ」は意味が重複しています。 

⑳ 中小企業に限ったことですか。世代、分野、公共なども抱えている問題ではないですか。 

㉑ 「が」→「を」 

㉒ この段落全体が分かりづらいです。抱えている課題に対して最適な新技術が選択できていないという

ことですかね？状況が抽象的でイメージしにくいのが原因だと思います。例示や具体的な表現が必要

だと思います。 

㉓ シンプルに「コーディネーターにより」の方が分かりやすいと思います。また、コーディネーターの

役割が分からず、誰がいつ何をするのかといった説明がありません。全体が抽象的で空虚な表現に感

じます。 

㉔ 新技術の幅を広げるとはどのようなことを言いたいのか判然としません。 

㉔ やることを「的な」と曖昧にすることは不適切です。 

㉕ まとめると「新技術の適切な活用方法を広く周知するため、試行実施したうえで成功例の横展開を図

る」とかいかがでしょうか。 
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（ ３ ） 労 働 環 境 整 備  

 建 設 業 は 、 相 対 的 に 労 働 時 間 が 長 く 厳 し い 環 境 に あ

る た め 、 労 働 改 善 が 急 務 で あ る 。 ㉖  

 よ っ て 、 「 工 期 設 定 支 援 シ ス テ ム 」 を 用 い て 工 事 規

模 や 地 域 特 性 等 を 踏 ま え た 適 正 な 工 期 設 定 に よ り 労 働

者 や 資 材 を 確 保 し や す く す る 。 ㉗  

ま た 、 時 差 勤 務 や テ レ ワ ー ク 、 委 員 会 等 で の リ モ ー

ト 会 議 等 ㉘ を 活 用 し て 仕 事 の 効 率 ㉙ を 上 げ る 。  

 

※ このマッチングという解決策が、どうして働き方改革と繋がるのか分かりづらいです。新技術は、

様々分野があり、必ずしも働き方改革に寄与するものではありません。よって、技術者の省力化や労

働環境を変更する新技術にスポットライトを当てる必要があります。また、解決策は、直接的な対策

である（１）、（３）を先に説明し、それらを普及させるという間接的な対策である（２）を最後に

書いた方が良いと思います。 

㉖ すでに説明した課題を書く必要はありません（重複）。 

㉗ 労働環境の整備に資材は関係ないと思います。よって、システム導入の効果は、労働者の確保、長時

間労働の解消などがふさわしいと思います。しかし、これらは、以前も書きましたマイナスの状況が

ゼロ（普通の状況）になっただけに感じます。働き方改革なので、その上を行く労働形態（子育てを

している女性が就労できたり、親を介護している人でも仕事を続けることができたりといった多様な

働き方を受け入れる体制）を整え人材を確保したり、流出を防いだりといった取り組みでないと評価

される解決策にならないと思います。 

㉘ 前回も指摘しましたが、リモート会議でいいと思います（委員会？）。 

㉙ 時差出勤やテレワーク・リモート会議がなぜ仕事の効率化に繋がるのですか。これらの例示は、働き

方の多様性を創造する手段ではないですか。 
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４ ． 波 及 効 果 並 び に 新 た な リ ス ク と そ の 対 応 策  

（ １ ） 波 及 効 果  

 上 記 の 解 決 策 を 遂 行 す る こ と に よ り 、 建 設 業 が 主 な

産 業 で あ る 地 域 ❶ は 、 若 者 の 定 住 や 地 域 の 活 性 化 に も

繋 が る な ど の 波 及 効 果 が 期 待 で き る 。  

 

（ ２ ） 懸 案 事 項 と そ の 解 決 策  

業 務 が 簡 略 化 さ れ る こ と に よ り 、 個 々 の 技 術 力 が 低

下 す る こ と が 懸 念 さ れ る ❷ 。 よ っ て 、 O J T や O F F - J T

を 組 み 合 わ せ る な ど 教 育 制 度 を 整 え て 効 果 的 な 指 導 ❸

を 行 い 、 技 術 力 の 低 下 を 防 ぐ 。  

 

５ . 必 要 と な る 要 件 と 留 意 点  

 業 務 を 遂 行 す る 際 に は 、 常 に 社 会 全 体 の 公 益 を 確 保

す る 観 点 と 、 安 心 ・ 安 全 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築 し

❷ 「が」が連発して読みづらいです。端的に「技術者の技術力低下が懸念される」で良いと思います。 

❸ 「教育制度を整えて」が手段に見え、「効果的な指導」が結果のように見えます。この二つに関係性

はなく、並列でよいのではないですか。「教育制度を整えるとともに、効果的な指導・・・」ではな

いでしょうか。さらに、効果的な指導が抽象的で、どのような指導かを書く必要があります。 

❶ 主産業が建設業ということは、相当レアなケースか、一時的なものと思います。地域の産業が建設業

ということは、公共投資を集中的に行っている地域（民間建築需要が高い場合、都市部のケースが多

いと思います）になるわけで、若者の定住を望む地方都市にあっては非常に稀有な状況といえます。

また、オリンピックなどのイベントに伴う需要拡大であった場合はその効果は一時的です。よって、

この波及効果が適切であるか疑義があります。「労働力の省力化で建設コストが圧縮される」、「建

設作業の安全性が向上する」などがふさわしいと考えます。 
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て 維 持 し 続 け る 観 点 と を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 段 階

で 、 こ れ ら を 常 に 意 識 す る よ う 留 意 す る 。 ❹     

以 上  

 

 

❹ 選択科目Ⅲの出題項目に「必要となる要件と留意点」はありません。よって、文章のボリュームが圧

倒的に足りていません（もっと情報収集しましょう）。もっと書くべきパートは“解決策”です。解

決策は、技術力を示す部分でもあるので、最重要パートとも言えます。 


